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「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ホ
テ
ル
」
を
め
ざ
す
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
サ
ン
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
を
取
材
。

ホ
テ
ル
や
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ア
ィ
ア

眺
め
の
い
い
食
卓
』
で
の
エ
コ
対
策
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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い
ま
が
旬
の
無
農
薬
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
家
庭
料
理
が
大
皿
に
並
ぶ

『
テ
ィ
ア
　
眺

め
の
い
い
食
卓
』
ｃ
こ
こ
は
、
サ
ン
ス
カ
イ
ホ

テ
ル
が
、
同
ホ
テ
ル
Ｈ
階
で
営
業
す
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
レ
ス
ラ
ン
刈
だ
。

そ
も
そ
も

『
テ
ィ
ア
』
は
熊
本
市
で
生
ま
れ

た
店
。
北
九
州
の
同
ホ
テ
ル
が

「食
べ
る
こ
と

は
、
素
材
の
い
の
ち
を
い
た
だ
く
こ
と
」
と
い

う

『
テ
ィ
ア
』
の
方
針
に
共
感
し
、
平
成

１７
年

春
、
ホ
テ
ル
内
に
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

こ
こ
で
は
、
ホ
テ
ル
自
体
も

「人
と
環
境
に

や
さ
し
い
ホ
テ
ル
」
を
め
ざ
し
、
経
営
理
念
や

哲
学
を
示
し
た
ク
レ
ド
を
作
成
。
従
業
員
全
員

が
携
帯
し
て
朝
礼
で
唱
和
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
ク
レ
ド
の
も
と
で
、
再
生
可
能
な
備
品
を

使
用
し
た
り
、
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ガ
ス
・

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
遺
一入
す
る

な
ど
の
エ
コ
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
だ
ｃ

『
テ
ィ
ア

眺
め
の
い
い
食
卓
」
の
料
理
は
、

ど
ん
な
素
材
も
余
す
こ
と
な
く
調
理
す
る
ホ
ー

ル
フ
ー
ド
、
ま
た

一
般
的
に
は
市
場
に
出
な
い

規
格
外
の
素
材
を
採
用
す
る

”も

っ
た
い
な
い

レ
シ
ピ
“
が
基
本
だ
。
ホ
ー
ル
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー

で
は
、
柿
や
里
芋
と
い
っ
た
素
材
の
皮
も
使
え

ば
、
出
汁
を
と

っ
た
後
の
い
り
こ
も
使
う
な
ど
、

で
き
る
だ
け
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
料
理
は
顧
客
が
自
由
に
料

理
を
選
べ
る
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
提
供
さ
れ
る
ｃ

そ
の
た
め
、
食
べ
残
し
は
少
な
く
な
り
、
発
生

す
る
生
ゴ
ミ
は
１
日
に
２。
０
ほ
ど
。
そ
の
ゴ
ミ

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
と
契
約
し
て
ホ
テ
ル
内

に
設
置
し
た
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
使

い
、
堆
肥
化

す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
。

食
器
は
、
長
く
大
切
に
使
い
続
け
る
た
め
に
、

工
業
的
に
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
は
避
け
て
、

丈
夫
で
温
か
み
の
あ
る
作
家
も
の
を
採
用
。
箸

は
割
り
箸
で
は
な
く
、
炭
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
竹
箸
を
使

い
、
家
具
も
リ
サ
イ
ク
ル
を

意
識
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ン
テ
イ
ー
ク
を
使
用

す
る
な
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
、

エ
コ
対
策
が

施
さ
れ
て
い
る
。

エ
コ
対
策
を
導
入
す
る
上
で
課
題
と
な

っ
た

の
は
、
ど
ん
な
点
だ
ろ
う
か
ｃ

「た
と
え
ば
、

歯
ブ
ラ
シ
を
再
資
源
化
し
よ
う
と
思
え
ば
、
単

純
に
２
倍
ほ
ど
の
コ
ス
ト
と
な
る
。
ネ

ッ
ク
と

な
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た

コ
ス
ト
面
の
問
題
で

し
ょ
う
ね
」
と
、
吉
田
茂
夫
取
締
役
支
配
人
。

無
料
で
歯
ブ
ラ
シ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
業
者

を
探
す
な
ど
し
て
、

コ
ス
ト
の
課
題
を
ク
リ
ア

し
て
き
た
そ
う
だ
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
や
は
り

「集
客
」
。
こ
こ
は
、

中
心
部
か
ら
離
れ
た
地
区
に
あ
る
。
　
コ
」
の
立

地
で
、
普
通
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
ご

は
ん
を
食
べ
に
行
ア」う
と
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
？
」

と
笑
う
支
配
人
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
集
客
に
成

功
し
た
理
由
の
根
本
は
、
ホ
テ
ル
全
体
に
浸
透

さ
せ
た
ク
レ
ド
に
よ
る
エ
コ
意
識
。
こ
だ
わ
り

の
食
材
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
い
切
る
料
理
、

竹
箸
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
至
る
ま
で
の
細
や
か
な

エ
コ
意
識
が
、
店
の
個
性
と
な

っ
た
結
果
な
の

だ
ろ
う
。

コ
ア
ィ
ア

眺
め

の
い
い
食
卓
』
は
、

今

日

も

多

く

の

顧

客

で
賑

わ

っ

て
い
る
。

粽魃肛瘍

ホテル全体で環境対策に取り組むサン

スカイホテル。ホテル 1階 には ,ティア

眺めのいい食卓』に直結した入口がある。

料理に使う素材はメニューカードに掲載。

食べられるものだけを食べてもらうことも、

食べ残しを防ぐコツだ。 わりなど、自然や環境への想いを直接伝えることができる。
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豆アジのたたき身揚げ

豆アジとは規格外の小さなアジのこと。豆アジの頭と

中骨・内臓をとってたたき身にする。豆腐と玉葱、隠し

幕撼手
｀
β紗

て揚げるのがポイント。            
｀

い りこ の 天 ぷ ら

出汁を取つた後のいりこに塩、醤油、酒をふりかけ、オ

ーブンでカラッとさせる。青海苔、小麦粉をまぶし、天

ぷら粉にくぐらせ、気持ち

長めに揚げるとカリッと仕

上がる。骨まで丸ごと食べ

られるカルシウムたつぷり

の天ぶらだ。

協力 :「ティアp`めのいい食卓』

里芋の皮の天ぷら

里芋の皮を身のところから厚めにむいて、天ぶらに。

すぐに火が通るので短時間でカラッと揚げるのがコツ

マイ箸持参で害1引特典

夢鷲
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竹 箸

Fティア 眺めのいい

食卓」では、繰り返し

使える竹製の箸を使用。
生育スピードの早い

竹はエコ素材なのだ

そうだ。割り箸からリ
ユース箸への転換で、
ゴミも減り、コミ処理

料金の削減も見込める。

最近では、使用済み

の竹箸を竹炭ヘリサ

イクルする取り組みも

増えてきているようだ。

紙ナプキン

紙は地球環境とさまざ
まな面で関わりを持つ

素材だ。紙ナプキンな
ど、テープルに置く備
品をエコ商品に変え
れば、お客様の目につ

き、アピールもしやすい。
Fティア 眺めのいい
食卓』で使用する紙
ナプキンは、非木材紙
バガスと無漂白未晒
パルプが原料。使い
勝手にそん色はない。
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マイ箸 クラブ  ‐

割り書削減の観点から、
最近は「マイ箸」を推進
する動きが広がっている。
中方、もともと割り書は余
つた木材でつくる「もつた
いない」を導ぷ日本の文
化で、食文化と共に育ま
れてきたもの。そんな箸
の文化も大切にしたい人々
の集まりが『マィ箸クラ列
だ。会員は現在1,700名
を越え、飲食店関係者の
登録も多いという。

作家ものの器

長持ちする丈夫な器

を選ぶこともエコ対策
に。たとえば「ティア

眺めのいい食卓」では、

同市内の作家がつく

る陶器や、大分県の

工房で制作された木
の器を採用。使い捨
ての紙コップなどを使

う事業所ではリユース

食器への転換も今後
は必要となるだろう。

生ゴミ処理機

生ゴミ処理機には ゴヽ

ミを圧縮したり乾燥さ
せたりして量を減らす
タイプと、微生物を使
って生ゴミを分解して
堆肥化(コンポストイヒ)
するタイプがある。Fテ
ィア眺めのいい食卓』
はヨンポスタータイプ。
小規模店舗であれば、
家庭用の処理機を使
う手もある。

問い合わせ:マイ箸クラブ事務局

httpノ/myhashi´ club net
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北九州市小倉北区
の Fこもん亭」では、
マイ箸持参のお客様
には10円 =|き、キャ
ンペーン期間中は

50円引きを実施。特
典情報は、Fマイ箸ク

ラブ』ホームベージ

内の「マイ箸全国ぐ
るめマップ」に掲載
を依頼。顧客獲得の

ための販促活動に
つなげている。

食べられる器

使い捨ての器の使用
を減らす動きも出てき
ている。写真は、乾パ

議鑽・|三
実施店 :4 倉ヽ粉焼物屋こもん亭

北九州市J 倉ヽ北区室町1丁ロリバーウォーク内

蝙

器猛議輩聯:|
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廃材を使った備品

店の備品にも細かな

環境への配慮を。福

岡市南区のインテリア

孝璃 町 俣鵠
:5

具を製作する際に出る  ●|
木端でつくつたゴミ箱や、
トイレットベーパーホル
ダー、タオルバーなど  ■
も揃う。木目や形の異  ■・|
なる手作り雑貨は、環  

‐■

境にやさしいだけでな 取扱い店:有限会社ユーハウス・イング
く味わい深い趣もある。http:〃www u―house net/
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